
入
賞
お
め
で
と
う
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「
よ
い
も
の
を
味
わ
う
」

副
校
長
　

中
﨑
新
一
郎

　
　

　
私
は
、
附
中
の
行
事
が
大
好

き
で
あ
る
。
入
学
式
に
始
ま
り
、

開
校
記
念
一
日
遠
足
、
学
級
設

営
コ
ン
ク
ー
ル
、
研
究
公
開
、

生
徒
総
会
、
校
内
球
技
大
会
、

運
動
会
、
文
化
祭
等
々
。
生
徒

と
職
員
が
真
剣
に
取
り
組
み
、

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
、
質
の

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
常
に
、
下
級
生
は
上
級
生

の
姿
を
見
上
げ
、
達
成
感
と
共

に
、
や
が
て
自
分
た
ち
が
そ
れ

以
上
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ

う
に
と
思
う
。

　
よ
い
も
の
を
知
り
、
味
わ
っ

た
者
は
、
や
は
り
、
よ
い
も
の

を
求
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
附
中
生
に
は
、
そ
し
て
、

附
中
の
職
員
や
保
護
者
に
も
、

よ
い
も
の
を
求
め
る
思
い
が
絶

え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
行
事
の
総
決
算
、
卒
業

式
で
も
、
今
年
も
ま
た
、
タ
ン

ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
を
始
め
と
し

て
、
生
徒
た
ち
の
歌
声
が
、
体

育
館
中
に
響
き
渡
り
、
最
高
の

感
動
を
味
わ
う
に
違
い
な
い
。
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期
待
と
不
安
を
胸
に
附
属
中

の
門
を
く
ぐ
っ
た
日
か
ら
早
一

年
。
一
年
間
を
締
め
く
く
る
最

終
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
御
家

族
の
皆
さ
ん
で
お
読
み
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
一
年
部
）

【
理
科
】

第
六
十
三
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

県
理
科
協
議
会
会
長
賞

 

三
年
 
安
田
　
和
愛

鹿
児
島
市
長
賞

 

三
年
 
下
田
　
勝
一

発
明
協
会
会
長
奨
励
賞

 

三
年
 
中
原
　
由
聖

優
秀
賞
 

三
年
 
和
田
　
英
江

優
良
賞
 

　
 

新
福
　
　
桜

入
選
 

　
 

岩
元
　
　
遥

 

　
 

吉
満
優
太
郎

第
五
十
九
回
日
本
学
生
科
学
賞
中
央
審
査

入
選
三
等
 

二
年
 
渡
邉
な
な
美

【
国
語
】

明
る
い
選
挙
啓
発
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
 

二
年
 
津
曲
　
ま
や

 

一
年
 
岩
重
　
夏
紀

第
六
十
五
回
西
日
本
書
き
方
大
会

入
選
 

二
年
 
萩
　
　
華
佳

第
十
五
回
新
聞
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

一
席
 

三
年
 
田
中
　
美
晴

 

一
年
　
 帖
佐
　
果
歩

三
席
　
 

 

有
村
　
航
河

入
選
　
 

二
年
 
高
風
　
桜
子

　
　
 

一
年
 
永
留
　
琴
子

学
校
賞

第
三
十
五
回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会

優
秀
賞
 

二
年
 
池
田
　
大
剛

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
全
国
大
会

入
選
 

二
年
 
平
川
　
り
え

第
五
十
九
回
J
A
共
済
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

県
知
事
賞
 

三
年
 
伊
集
院
　
凜

第
八
十
三
回
全
国
書
画
展
覧
会

筆
都
大
賞
 

三
年
 
小
田
原
千
晶

　
 

二
年
 
萩
　
　
華
佳

　
 

　
 

川
津
　
は
な

　
 

　
 

三
隅
　
玲
那

　
 

一
年
 
永
井
友
莉
奈

特
選
 

二
年
 
石
窪
　
鈴
苑

　
 

　
 

福
山
　
由
紀

　
 

　
　
 
下
田
代
陽
大

　
 

　
 

平
川
　
り
え

　
 

一
年
 
田
淵
　
愛
子

鹿
児
島
市
席
書
会

奨
励
賞
 

三
年
 
井
伊
真
莉
菜

　
 

 

伊
集
院
　
凜

　
 

二
年
 
川
津
　
は
な

　
 

　
 

平
川
　
り
え

　
 

一
年
 
永
井
友
莉
奈

推
薦
 

　
 

甲
斐
　
香
音

「
こ
こ
ろ
の
言
の
葉
」
コ
ン
ク
ー
ル

準
大
賞
 

一
年
 
坂
口
　
眞
子

第
二
十
回
記
念
「
草
枕
」
国
際
俳
句
大

会
・
国
際
俳
句
交
流
協
会
九
州
大
会

入
選
 

二
年
 
水
流
み
ほ
こ

【
英
語
】

鹿
児
島
市
中
学
生
ス
キ
ッ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト

ス
ピ
ー
チ
の
部
　
最
優
秀
賞
 

 

三
年
 
西
田
有
輝
子

【
音
楽
】

第
二
十
三
回
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

　
銀
賞
　
　
　
一
年
・
二
年
　
合
唱
部

第
四
十
二
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏

　
銀
賞
　
　
　
　
　
　
　  

吹
奏
楽
部

県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
「
春
の
祭
典
」

創
作
の
部

最
優
秀
賞
 

三
年
 
池
田
　
そ
ら

【
美
術
】

県
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
賞
 

三
年
 
國
見
　
　
遥

市
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
 

一
年
 
柴
原
　
悠
人

【
技
術
】

環
境
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
二
〇
一
五
中
学
校
部
門

優
秀
賞
 

三
年
 
堂
園
千
香
子

 

一
年
 
梶
原
　
則
香

奨
励
賞
 

 

髙
塚
　
七
生

 

 

天
神
　
将
貴

学
校
団
体
最
優
秀
賞

【
部
活
動
・
運
動
部
】

第
四
十
四
回
中
学
校
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

　
第
三
位
　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

編
　
集
　
後
　
記

　
卒
業
記
念
品
紹
介

　
平
成
二
十
七
年
度
卒
業
生
の

皆
さ
ん
か
ら
テ
ン
ト
二
張
り
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　 

「わたしのまちの○と×」にて快挙達成
（昭和シェル石油主催）　　　　　

「わたしのまちの○と×」にて快挙達成
（昭和シェル石油主催）　　　　　

　技術科の夏休み課題として全学年で取り組み，応募したところ，全国
5313点の中から評価され，学校団体最優秀賞を受賞しました。表彰式の
様子が南日本新聞で紹介されました。指導された技術科の土屋先生は，「身
近な生活の中で技術と社会環境との関わりについて発見し考えを深めて写
真とコメントで伝えることで，9教科で学んでいる知識と結び付く機会にもな
ります。このような企業，
社会の取組がなされて
いる意図まで子どもた
ちに伝えられたらいい
と考えています。更に
環境への意識を高め
持続可能な社会を担う
人材育成に力を注い
でいきたいと思います。」
と喜びのコメントを語
られました。

　技術科の夏休み課題として全学年で取り組み，応募したところ，全国
5313点の中から評価され，学校団体最優秀賞を受賞しました。表彰式の
様子が南日本新聞で紹介されました。指導された技術科の土屋先生は，「身
近な生活の中で技術と社会環境との関わりについて発見し考えを深めて写
真とコメントで伝えることで，9教科で学んでいる知識と結び付く機会にもな
ります。このような企業，
社会の取組がなされて
いる意図まで子どもた
ちに伝えられたらいい
と考えています。更に
環境への意識を高め
持続可能な社会を担う
人材育成に力を注い
でいきたいと思います。」
と喜びのコメントを語
られました。

環境フォトコンテスト

　
一
月
二
十
四
日
、
鹿
児
島
県

で
記
録
的
な
降
雪
に
な
り
ま
し

た
。
寒
さ
に
負
け
ず
有
志
の
先

生
が
合
格
雪
ダ
ル
マ
を
作
り
ま

し
た
。「
受
験
に
向
け
て
頑
張

る
三
年
生
へ
の
応
援
と
、
登
校

し
た
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
温
か
い
気
持
ち
が
形
と
な
っ

て
伝
わ
る
合
格
雪
ダ
ル
マ
が
数

日
間
、
校
門
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
ろ
の
言
の
葉
」
コ
ン
ク
ー
ル

第
二
十
回
記
念
「
草
枕
」
国
際
俳
句
大

会
・
国
際
俳
句
交
流
協
会
九
州
大
会

合
格
雪
ダル
マ

出
現
！！

合
格
雪
ダル
マ

出
現
！！

学校団体最優秀賞受賞新
年
度
の
行
事
予
定

・
入
学
式　

四
月
六
日

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
育
友
会
総
会

　

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

四
月
二
十
一
日

・
開
校
記
念
一
日
遠
足

 

四
月
二
十
八
日

・
研
究
公
開　

五
月
十
九
日

・
日
曜
参
観　

五
月
二
十
九
日

・
学
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

七
月
四
〜
六
日

　3年生の各教室に「公立高校入試ま
で◯日」というカウントダウンの日めくり
カレンダーが掲げられています。これは
クラスのために子ども達が手描きで描い
たものです。受験は団体戦といわれてい
ます。目標達成に向けて力強いメッセー
ジが添えられ
ていて，共に
頑張ろうという
士気が高まり
ます。

　私立高校の入学試験のピークを迎える1月末の日曜日に，高校1年生になった先輩た
ちが卒業した3年生のクラスに集合し，合格祈願の思いをこめて後輩の名前とメッセージ
を黒板にしたためました。メッセージは授業の板書のために残りませんが，公立高校入
試まで黄色いチューリップを絶やさずに飾り応援するという伝統が受け継がれています。
　翌朝黒板を目にした3年生は，「応援されていると感じ純粋に嬉しい」「絵が上手で感
動した」「先輩たちが代々受け継いでいることだと聞いて来年は僕たちの番だという使命
感もわいた」と感慨深そうに語っていました。

　私立高校の入学試験のピークを迎える1月末の日曜日に，高校1年生になった先輩た
ちが卒業した3年生のクラスに集合し，合格祈願の思いをこめて後輩の名前とメッセージ
を黒板にしたためました。メッセージは授業の板書のために残りませんが，公立高校入
試まで黄色いチューリップを絶やさずに飾り応援するという伝統が受け継がれています。
　翌朝黒板を目にした3年生は，「応援されていると感じ純粋に嬉しい」「絵が上手で感
動した」「先輩たちが代々受け継いでいることだと聞いて来年は僕たちの番だという使命

応援の思いを形に
黄色いチューリップ作戦
応援の思いを形応援の思いを形応援の思いを形に
黄色いチューリップ作戦黄色いチューリップ作戦黄色いチューリップ作戦
応援の思いを形に
黄色いチューリップ作戦

クラスメイトを応援
　3年生の各教室に「公立高校入試ま　3年生の各教室に「公立高校入試ま

クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援クラスメイトを応援
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ディズニーラ
ンドで働く

上醉尾

人を思いやれ
る医者になり
たい

鍛冶屋

自分もみんな
も幸せにする
人になる！

栫井

好きな仕事を
精一杯できる
人

大迫

みんなを笑顔
にできる国家
公務員

上野

誰にでも頼ら
れる人になり
たい

岩元（遥）

みんなを笑顔
にする医師に
なる！

石丸（紗）

「
真
の
志
を
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

久
永　

祐
司

　
三
年
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
附
属
中
学
校
の
卒
業
が
迫
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
今
、
ど
ん
な
心
境
で
し
ょ
う
か
。「
楽
し
か
っ
た
」「
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
」「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
万
感
の
思
い

が
こ
み
上
げ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
三
年
間
、
進
路
を
は
じ
め
、
自
分
の
意
志
で
決
め
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
は
数
え
の
十
五
歳
を
「
立
志
」

と
呼
び
、
将
来
の
目
標
を
決
意
す
る
年
で
し
た
。
す
で
に
将
来
就
き

た
い
職
業
を
決
め
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
に
強
く
念
ず

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
思
い
は
必
ず
実
現
す
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

例
え
ば
そ
の
目
標
が
単
に
「
医
者
に
な
っ
て
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
」

と
い
う
よ
う
な
私
利
私
欲
に
端
を
発
す
る
も
の
は
「
志
」
と
は
呼
び
ま

せ
ん
。「
病
気
で
苦
し
む
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
利
他
の
心

で
大
志
を
抱
い
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

人
も
焦
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
人
生
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
目
の

前
の
こ
と
に
全
力
で
打
ち
込
め
ば
、
必
ず
天
命
が
見
つ
か
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
未
来
に
幸
多
き
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
贈
る
言
葉
と
致
し

ま
す
。
　

「
出
会
い
に
感
謝
し
て
、進
め
附
中
生
」

三
年
学
年
主
任　

濱
川　

達
一

　「
己
を
律
し
　
友
を
信
じ
　
全
員
が
前
進
し
続
け
る
学
年
」
を
三
年

生
の
目
指
す
姿
に
掲
げ
た
春
か
ら
一
年
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
理
想
の
通

り
、
各
行
事
や
活
動
を
自
分
た
ち
ら
し
く
、
自
分
た
ち
の
力
で
創
り

あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿
に
、

私
た
ち
教
師
も
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
進
も
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
心
を
明
る
く

満
た
し
、
友
を
信
じ
る
心
を
生
み
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
様
々
な
場
面

で
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
の
も
っ
て
い
る
よ
さ
で

す
。
互
い
に
信
頼
し
認
め
合
え
る
友
が
い
れ
ば
、
人
は
最
大
以
上
の
力

を
発
揮
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、

そ
の
最
大
値
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
ま
た
新
し
い
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
附
属
中

学
校
で
共
に
学
ん
だ
一
九
九
人
で
得
た
友
情
や
自
信
は
、
新
し
い
良
き

友
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
、

自
信
を
も
っ
て
前
進
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
大
き
く
成
長
し
た
皆
さ
ん

と
ま
た
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

笑顔の絶えな
いアナウン
サーになる！

福元（千）

人を喜ばせる
ファッション
デザイナー

福永（百）

笑ってすごせ
る毎日を送り
たい

萩原（佐）

たくさんの人
に幸せを届け
る薬剤師

中島（雅）

人々を心から
笑顔にする臨
床薬剤師

東郷

たくさんの人
を感情移入さ
せる声優

國見

周りに元気を
与えられる薬
剤師になる！

上萩原

スポーツの楽
しさを広めら
れる人

村場

本に囲まれて
過ごしたい！

村田

みんなを笑顔
にできる仕事
に就きたい

宮里（果）

お金をため
て，宇宙旅行
に行く！！

和田

注文住宅を設
計して住む

山元（香）

毎日笑って楽
しく暮らした
い！

柳田

無二の技術を
持った宮大工
になる！

宮原

生徒に夢と希
望を与える元
気な教師

水溜

昆虫を採って
知って極め尽
くす！

松元（音）

世界を股にか
ける通訳士

松元（　）

困った人を助
ける弁護士に
なりたい

増留

人から信頼さ
れる気象予報
士になる

藤村

現代社会に貢
献できる仕事
に就く

平原

読んだ人の人
生を変えるよ
うな小説家

日髙（将）

人々を感動さ
せられるよう
なシンガー

丹羽

好きな仕事を
見つけて，平
穏に暮らす

中尾

日本を代表す
るプロゴル
ファーになる

德重

自分に負けな
い逞しい男に
なる

鶴丸

皆を笑顔にす
るスポーツド
クターになる

田中（啓）

社会に貢献で
きるような職
業に就く

國本

人の役に立て
る医療関係の
仕事に就く

川畑（貴）

みんなの生活
に役立つ機械
を作りたい

川口

体の不自由を
なくせる ロ
ボットを作る

金谷

多彩な知識で
患者を支える
薬剤師

内村

自分が真にや
りたい仕事に
就く

岩重

多くの人々の
役に立つ仕事
につきたい

　殿

担任 久德　晋也先生

変わることを恐れるな
副担任 大久保さくら先生

ねだるな，勝ち取れ！

3 年 1 組

患者さん全員
を笑顔にでき
る外科医

塩満

安心して仕事
を任せてもら
える人

鮫島（紗）

動物と関わる
ことができる
仕事

阪田

生徒の気持ち
に寄り添える
社会科教師

鞍掛

周りから信頼
される客室乗
務員

木下

人に信頼され
る気象予報士

川畑（愛）

患者さんに親
身になって寄
り添える医者

金沢

人々に笑顔を
与えられる薬
剤師

東上床

毎日幸せを感
じて生きてい
ける人

早川

患者さんに笑
顔で接する薬
剤師

畠中

自分の好きな
事を仕事にし
ている人

野原

いつでも笑顔
を発信できる
ような人

中田

世界中に輝き
を与えること
ができる人

城間

飼い主と動物
を幸せにする
獣医師

城下

世界中の人を
笑顔にする宇
宙飛行士

満永

人の生活を幸
せにできる建
築士

政

人に感動を与
える仕事

船迫

世界中の人々
を笑顔にでき
る人

相良

優しく判断力
のある看護師

山下

世界から注目
される獣医師

安田和花菜

心理カウンセ
リングもでき
る小説家

渡邊

海洋研究の最
先端を進む水
族館の館長

吉満

国民に安心し
てもらえる海
上自衛官

松元（広）

困っている人
に手を差しの
べられる人

松永

子どもに優し
く説明できる
薬剤師

古川

様々なことに
挑戦し，楽し
く過ごすこと

福永（雅）

一つの技能を
極めることの
できる人

東（慎）

周りから信頼
され，仕事を
楽しむ人

林（祐）

どんな病気も
治す医者

橋口

人々のニーズ
に応えられる
建築家

中山

患者の思いに
応えられる医
者

中原

他人の幸せを
幸せだと感じ
られる人

中島（健）

周りにいてく
れる人たちを
幸せにする人

鶴薗

患者さんの心
に寄り添える
医師

武田

誰にでも優し
い立派な大人

佐藤

子どもの気持
ちに寄り添う
小児科医

小丸

命だけではな
く心も救える
海上保安官

木之下

正確な判断が
できる航空管
制官

大小田

患者のことを
第一に考えら
れる外科医

内門

自分の目標に
向かって努力
できる人

石原田

担任 入江　将紀先生

勇気を出して
副担任 川原　武敏先生

強く！優しく！

3 年 3 組

常に努力を続
け周りから信
頼される人

桑代

スポーツ整形
の医師になり
たい

岡村

人を笑顔にで
きる仕事がし
たい

上村（結）

人から必要と
されるような
自立した大人

伊集院

一生，何らか
の形で音楽に
携わること

池田

大好きな英語
を生かした職
業に就きたい

飯山

人々の病気を
治して幸せに
する薬剤師

天正

みんなを幸せ
にできる医者

寺前

動物に心から
寄り添う獣医
師

塚田

たくさんの人
を笑顔にする

帖佐

人を幸せにで
きる医師

竹山（英）

人が笑顔にな
れる大きな企
画をしたい

瀬戸口

どんな人も笑
顔にできる薬
剤師

鈴木

動物を幸せに
してあげられ
る仕事

東（綾）

世界中の貧し
い人のために
働くこと

沼田（真）

人のためにな
る機械を作る
機械設計士

中西

ライブで活躍
するトランペッ
ターになる

盛園

みんなを笑顔
にさせる仕事
をしたい

村瀬

世界中の子ど
もを笑顔にす
る教師

三浦

患者さんから
の信頼を得ら
れる医師

森山

世界中の人々
を救う世界一
の医者

森田

自分とまわり
を幸せにする
人

宮田

脳，記憶につ
いての研究に
携わりたい

堀之内

感動を与える
サッカーに関
係する仕事

藤田

鹿児島の人々
を助ける医師

林川

世界中の人間
を助ける警察
官

初村

小さな積み重
ねを大事にで
きる人

流合

タミヤ模型で
ミニ四駆を創
る

中島（黎）

宇宙航空事業
を成功率100％
にする

白尾（昭）

どんな病気も
治す，信頼さ
れる医者

齋藤

生徒を一番に
考えて行動で
きる学校教師

小牧

周りから信頼
される人

栗田

親われ尊敬さ
れる球団の
チームドクター

上村（淳）

みんなから慕
われるような
医者

宇都

世界で活躍す
る動画クリエ
イター

井料

みんなの役に
立つ医者

　村（正）

空の安全と幸
せを約束でき
るパイロット

石丸（絢）

工業系の仕事
につき，もの
づくりに励む

井久保

建築・設計分
野の開発エン
ジニア

赤間

担任 追立　直也先生

どうせやるなら全力で
副担任 川原　武敏先生

負けてたまるか！

3 年 2 組

頼される人

「
真
の
志
を
」

　
三
年
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
附
属
中
学
校
の
卒
業
が
迫
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
今
、
ど
ん
な
心
境
で
し
ょ
う
か
。「
楽
し
か
っ
た
」「
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
」「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
万
感
の
思
い

が
こ
み
上
げ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
三
年
間
、
進
路
を
は
じ
め
、
自
分
の
意
志
で
決
め
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
は
数
え
の
十
五
歳
を
「
立
志
」

と
呼
び
、
将
来
の
目
標
を
決
意
す
る
年
で
し
た
。
す
で
に
将
来
就
き

た
い
職
業
を
決
め
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
に
強
く
念
ず

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
思
い
は
必
ず
実
現
す
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

例
え
ば
そ
の
目
標
が
単
に
「
医
者
に
な
っ
て
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
」

と
い
う
よ
う
な
私
利
私
欲
に
端
を
発
す
る
も
の
は
「
志
」
と
は
呼
び
ま

せ
ん
。「
病
気
で
苦
し
む
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
利
他
の
心

で
大
志
を
抱
い
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

人
も
焦
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
人
生
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
目
の

前
の
こ
と
に
全
力
で
打
ち
込
め
ば
、
必
ず
天
命
が
見
つ
か
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
未
来
に
幸
多
き
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
贈
る
言
葉
と
致
し

ま
す
。
　

「
出
会
い
に
感
謝
し
て
、進
め
附
中
生
」

　「
己
を
律
し
　
友
を
信
じ
　
全
員
が
前
進
し
続
け
る
学
年
」
を
三
年

生
の
目
指
す
姿
に
掲
げ
た
春
か
ら
一
年
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
理
想
の
通

り
、
各
行
事
や
活
動
を
自
分
た
ち
ら
し
く
、
自
分
た
ち
の
力
で
創
り

あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿
に
、

私
た
ち
教
師
も
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
進
も
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
心
を
明
る
く

満
た
し
、
友
を
信
じ
る
心
を
生
み
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
様
々
な
場
面

で
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
の
も
っ
て
い
る
よ
さ
で

す
。
互
い
に
信
頼
し
認
め
合
え
る
友
が
い
れ
ば
、
人
は
最
大
以
上
の
力

を
発
揮
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、

そ
の
最
大
値
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
ま
た
新
し
い
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
附
属
中

学
校
で
共
に
学
ん
だ
一
九
九
人
で
得
た
友
情
や
自
信
は
、
新
し
い
良
き

友
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
、

自
信
を
も
っ
て
前
進
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
大
き
く
成
長
し
た
皆
さ
ん

と
ま
た
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
真
の
志
を
」

　
三
年
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
附
属
中
学
校
の
卒
業
が
迫
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
今
、
ど
ん
な
心
境
で
し
ょ
う
か
。「
楽
し
か
っ
た
」「
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
」「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
万
感
の
思
い

が
こ
み
上
げ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
三
年
間
、
進
路
を
は
じ
め
、
自
分
の
意
志
で
決
め
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
は
数
え
の
十
五
歳
を
「
立
志
」

と
呼
び
、
将
来
の
目
標
を
決
意
す
る
年
で
し
た
。
す
で
に
将
来
就
き

た
い
職
業
を
決
め
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
に
強
く
念
ず

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
思
い
は
必
ず
実
現
す
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

例
え
ば
そ
の
目
標
が
単
に
「
医
者
に
な
っ
て
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
」

と
い
う
よ
う
な
私
利
私
欲
に
端
を
発
す
る
も
の
は
「
志
」
と
は
呼
び
ま

せ
ん
。「
病
気
で
苦
し
む
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
利
他
の
心

で
大
志
を
抱
い
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

人
も
焦
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
人
生
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
目
の

前
の
こ
と
に
全
力
で
打
ち
込
め
ば
、
必
ず
天
命
が
見
つ
か
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
未
来
に
幸
多
き
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
贈
る
言
葉
と
致
し

ま
す
。
　

「
出
会
い
に
感
謝
し
て
、進
め
附
中
生
」

　「
己
を
律
し
　
友
を
信
じ
　
全
員
が
前
進
し
続
け
る
学
年
」
を
三
年

生
の
目
指
す
姿
に
掲
げ
た
春
か
ら
一
年
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
理
想
の
通

り
、
各
行
事
や
活
動
を
自
分
た
ち
ら
し
く
、
自
分
た
ち
の
力
で
創
り

あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿
に
、

私
た
ち
教
師
も
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
進
も
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
心
を
明
る
く

満
た
し
、
友
を
信
じ
る
心
を
生
み
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
様
々
な
場
面

で
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
の
も
っ
て
い
る
よ
さ
で

す
。
互
い
に
信
頼
し
認
め
合
え
る
友
が
い
れ
ば
、
人
は
最
大
以
上
の
力

を
発
揮
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、

そ
の
最
大
値
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
ま
た
新
し
い
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
附
属
中

学
校
で
共
に
学
ん
だ
一
九
九
人
で
得
た
友
情
や
自
信
は
、
新
し
い
良
き

友
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
、

自
信
を
も
っ
て
前
進
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
大
き
く
成
長
し
た
皆
さ
ん

と
ま
た
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

輝ける未来へ
し
た
ね
。
今
、
ど
ん
な
心
境
で
し
ょ
う
か
。「
楽
し
か
っ
た
」「
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
」「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
万
感
の
思
い

が
こ
み
上
げ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
三
年
間
、
進
路
を
は
じ
め
、
自
分
の
意
志
で
決
め
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
は
数
え
の
十
五
歳
を
「
立
志
」

と
呼
び
、
将
来
の
目
標
を
決
意
す
る
年
で
し
た
。
す
で
に
将
来
就
き

た
い
職
業
を
決
め
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
に
強
く
念
ず

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
思
い
は
必
ず
実
現
す
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

例
え
ば
そ
の
目
標
が
単
に
「
医
者
に
な
っ
て
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
」

と
い
う
よ
う
な
私
利
私
欲
に
端
を
発
す
る
も
の
は
「
志
」
と
は
呼
び
ま

せ
ん
。「
病
気
で
苦
し
む
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
利
他
の
心

で
大
志
を
抱
い
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

人
も
焦
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
人
生
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
目
の

前
の
こ
と
に
全
力
で
打
ち
込
め
ば
、
必
ず
天
命
が
見
つ
か
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
未
来
に
幸
多
き
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
贈
る
言
葉
と
致
し

ま
す
。
　

「
出
会
い
に
感
謝
し
て
、進
め
附
中
生
」

　「
己
を
律
し
　
友
を
信
じ
　
全
員
が
前
進
し
続
け
る
学
年
」
を
三
年

生
の
目
指
す
姿
に
掲
げ
た
春
か
ら
一
年
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
理
想
の
通

り
、
各
行
事
や
活
動
を
自
分
た
ち
ら
し
く
、
自
分
た
ち
の
力
で
創
り

あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿
に
、

私
た
ち
教
師
も
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
進
も
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
心
を
明
る
く

満
た
し
、
友
を
信
じ
る
心
を
生
み
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
様
々
な
場
面

で
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
の
も
っ
て
い
る
よ
さ
で

す
。
互
い
に
信
頼
し
認
め
合
え
る
友
が
い
れ
ば
、
人
は
最
大
以
上
の
力

を
発
揮
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、

そ
の
最
大
値
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
ま
た
新
し
い
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
附
属
中

学
校
で
共
に
学
ん
だ
一
九
九
人
で
得
た
友
情
や
自
信
は
、
新
し
い
良
き

友
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
て
、

自
信
を
も
っ
て
前
進
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
大
き
く
成
長
し
た
皆
さ
ん

輝ける未来へ輝ける未来へ
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　「
努
力
な
し
で
は
何
も
で
き
な

い
」
私
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
部
活

動
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
仲
間
と

支
え
合
い
な
が
ら
自
分
の
限
界
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！！

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

前
部
長
　
福
元
　
千
乃

　
二
月
か
ら
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。
大
会
に
向
け
て
、
具
体
的

な
目
標
を
持
ち
、
毎
日
の
練
習
を

積
み
重
ね
て
、
少
し
で
も
そ
の
目

標
に
近
づ
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

陸
上
競
技
部

前
部
長
　
出
口
　
雛
衣

剣
道
部前

部
長
　
鶴
丸
　
悠
太

　
一
番
大
切
に
し
て
ほ
し
い
も

の
、
そ
れ
は
仲
間
で
す
。
仲
間
と

共
に
苦
し
い
練
習
を
乗
り
越
え

「
目
指
せ
九
州
大
会
、
そ
し
て
全

国
！！
」
明
る
い
報
告
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
頼
む
ぞ
！！

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
田
中
　
啓
嗣

　
一
・
二
年
生
の
み
ん
な
、
今
ま

で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
美
術
部

で
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
、
も
っ

と
個
性
が
輝
く
、
楽
し
い
美
術
部

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
。

美
術
部前

部
長
　
三
浦
　
若
葉

　
練
習
時
間
、
試
合
経
験
も
少
な

い
僕
た
ち
が
勝
つ
方
法
。
そ
れ

は
、
が
む
し
ゃ
ら
に
ボ
ー
ル
を
追

い
、
声
を
出
し
、
ど
ん
な
劣
勢
で

も
諦
め
な
い
こ
と
。
勝
利
を
信
じ

て
頑
張
っ
て
下
さ
い
！！

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
西
村
　
文
秀

　
一
回
の
失
敗
が
一
点
の
失
点
に

な
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
。
思
い
や

り
、
責
任
感
、
勇
気
が
大
切
。
百

回
負
け
て
も
、
一
勝
に
涙
で
き
る

チ
ー
ム
に
向
か
っ
て
、
今
日
と
い

う
一
日
を
大
切
に
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
上
村
　
結
美

　
硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
の
よ
さ

は
、
支
え
あ
え
る
関
係
性
・
仲
の

よ
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
共
に
楽
し
く
、
切

磋
琢
磨
し
合
え
る
関
係
性
を
つ
く

り
あ
げ
て
下
さ
い
。

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会

前
部
長
　
牟
田
あ
か
ね

　
部
活
と
は
違
い
、
共
に
練
習
す

る
機
会
が
少
な
い
分
、
一
回
一
回

の
練
習
を
大
切
に
し
、
自
分
が
定

め
る
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
で
も

最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
っ
て
下
さ

い
！ 水

泳
同
好
会

前
部
長
　
木
之
下
拓
海

　
当
た
り
前
の
こ
と
が
ど
れ
だ
け

大
切
か
意
識
で
き
て
い
ま
す
か
。

誰
か
ら
も
応
援
さ
れ
る
た
め
に
目

に
見
え
な
い
こ
と
を
大
事
に
し
て

く
だ
さ
い
。
三
年
生
六
人
で
見

守
っ
て
い
ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
德
田
比
米
子

　
最
後
ま
で
バ
ス
ケ
を
、
そ
し
て

勝
負
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
決

し
て
和
気
藹
々
と
す
る
こ
と
が
楽

し
む
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
競
争
心
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
金
谷
　
隼
亜

　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
上
手
く

て
怠
け
る
人
よ
り
下
手
で
も
が
む

し
ゃ
ら
に
努
力
す
る
人
の
方
が

カ
ッ
コ
イ
イ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

今
の
仲
間
と
で
き
る
部
活
動
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
木
佐
貫
倫
世

　
三
年
生
が
引
退
し
て
か
ら
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
プ

レ
ー
で
き
て
い
ま
す
か
。
楽
し
む

こ
と
を
忘
れ
ず
、
自
分
に
厳
し
く

練
習
に
取
り
組
み
、
好
成
績
を
残

し
て
く
だ
さ
い
。

卓
球
部

前
部
長
　
宮
原
　
冬
真

　
野
球
は
プ
レ
ー
が
全
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
成
功
し
た
人
は
必
ず

裏
で
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
強
い

メ
ン
タ
ル
と
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず

に
、
見
る
人
を
感
動
さ
せ
る
プ

レ
ー
を
し
て
下
さ
い
。

軟
式
野
球
部

前
部
長
　
水
溜
　
和
也

　「
応
援
し
て
も
ら
え
る
部
」
を
目

指
し
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
「
金
賞
」

を
と
れ
る
よ
う
に
、
自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

吹
奏
楽
部

前
部
長
　
盛
園
　
彩
雲

　
サ
ッ
カ
ー
は
繋
ぎ
な
り
、
心
繋

が
ら
ず
し
て
球
繋
が
ら
ず
、
球
繋

が
ら
ず
し
て
勝
利
な
し
。
ぼ
く
の

好
き
な
言
葉
で
す
。
ど
ん
な
に
き

つ
い
と
き
も
、
仲
間
を
大
切
に
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

サ
ッ
カ
ー
部

前
部
長
　
小
丸
　
翔
太

　
周
り
の
歌
声
に
耳
を
傾
け
、
自

分
の
声
と
向
き
合
い
、
聴
い
て
く

だ
さ
る
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

な
歌
声
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

合
唱
部

前
部
長
　
瀬
戸
口
ひ
か
る

　
部
活
動
で
は
技
術
だ
け
で
な

く
、
社
会
性
や
人
間
性
も
学
べ
ま

す
。
だ
か
ら
、
自
分
の
部
に
「
学

び
残
し
」
が
な
い
よ
う
に
、
自
分

の
も
て
る
力
の
百
二
十
％
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

演
劇
部

前
部
長
　
中
野
　
耕
太

ಪ
౺
Ɉ
ෂ
ߔ
૪
ൣ
Ċ

よ
く
学
び

よ
く
遊
ん
だ
中
学
時
代

一
年
四
組
担
任

山
　
宗
功

　
同
級
生
二
名
の
加
計
呂
麻
島

の
小
学
校
を
卒
業
し
、
生
ま
れ

故
郷
の
与
論
中
学
校
に
入
学
。

　
百
五
十
名
近
く
の
同
級
生
に

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
大
人
数

で
過
ご
す
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
。

　
学
校
の
あ
る
日
は
、
給
食
を

誰
よ
り
も
早
く
食
べ
終
わ
り
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
ゲ
ッ
ト
す

る
こ
と
に
燃
え
て
い
た
。
休
日

は
、
海
に
行
っ
た
り
、
闘
鶏
を

し
た
り
と
本
当
に
よ
く
遊
ん

だ
。

　
島
の
中
学
生
は
、
地
元
の
高

校
に
進
む
か
、
親
元
を
離
れ
る

か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
画
自
賛
だ
が
、
高
校
に
選
ば

れ
る
の
で
は
な
く
自
分
が
高
校

を
選
ぶ
ん
だ
と
い
う
意
識
で
、

人
一
倍
勉
強
も
頑
張
っ
て
い
た
。

　
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ぶ
今
の

自
分
が
形
作
ら
れ
た
の
は
、
中

学
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
対
戦
す
る
相
手
は
君

た
ち
以
上
に
強
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
仲
間
を
信
頼
し
て

果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
く
だ
さ

い
。
練
習
は
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。

応
援
し
て
い
ま
す
！

世界で活躍す
る医師

木佐貫

優しく話を聞
ける保健室の
先生！

菊永

たくさんの笑
顔があふれる
薬剤師

海江田

たくさんの人
を笑顔にでき
る医者

小田代

日本の人を長
生きさせたい！

岡田

患者に信頼さ
れる内科医に
なりたい

梅北

医師になって，
人を幸せにす
る

井伊

医師になって
多くの人を助
けたい

仁王

人を幸せにす
るパティシエ
になりたい

東福

たくさん親孝
行したい

出口

医療関係の仕
事で働きたい

竹山（日）

たくさんの人
をつなぐ記事
を書く記者！

田口

親に恩返しで
きるよう日々
励む！

白尾（遥）

熱血あふれる
体育教師

下村

人を笑顔にす
る仕事がした
い

林田

人の役に立て
る人になりた
い

野下

会えて良かっ
たと思われる
人になる

西田

京都の大学に
進学したい

米盛

家族を幸せに
できる産婦人
科医

山元（菜）

患者さんに好
かれる薬剤師
になる

本木

公平な心で冷
静な判断を下
す検察官

吉留

人と地球に優
しいモノをつ
くる

山田

人を指導でき
る警察官

森尾

誰にでも頼ら
れるような人
になりたい

宮里（尚）

外科医として，
医学の発展に
貢献する

福元（健）

国家公務員に
なって人の役
に立つ

平井

平凡な生活を
幸福と思える
人になる

濱元

皆の生活を良
くするエンジ
ニアになる

長谷川

大人になって
もハンドボー
ルを続けたい

萩原（走）

テレビ局へ入
局し，面白い
番組をつくる

野平

教師として生
徒をソフトテ
ニス日本一に

西村

内閣法制局長
官として清潔
な法制を築く

中野（快）

みんなの夢を
運ぶ国際線の
パイロット

中野（耕）

人生を捧げら
れるような仕
事に就きたい

富山

水族館のスタ
ッフになりた
い

堂之下

たくさんの人
を幸せにする
人になりたい

久木田

日本一のメロ
ンパンを作れ
るパン屋

加治屋

人の命を助け
るスポーツド
クター

小田

生徒に信頼さ
れる教師にな
る

　村（篤）

世界初のドラ
えもん製作者！

阿多

担任 德永　賢子先生

朝の来ない夜はない
副担任 日高　晋吾先生

自分色の花を咲かせて

3 年 5 組

人を笑顔にで
きる仕事をす
る！

新福

幸せな家庭を
築いて医師に
なる！

鮫島（佳）

世界に通用で
きる人になり
たい

川上

笑顔いっぱいの
アナウンサーに
なる

辛島

子どもに夢を
もたせる小学
校教師

小田原

人を笑顔にす
る臨床心理士
になる

小掠

人の役に立て
る優しい薬剤
師になる

石宮

たくさんの人
を笑顔にする
医師になる

沼田（文）

人を笑顔にす
る仕事に就く

中濵

信用される獣
医師になりた
い

德田

博物館の学芸
員になりたい

堂園

周りに気を配
れる人になり
たい

田原

明るく元気な
幼稚園教諭に
なりたい

谷口

人を幸せにす
る小児科の医
師になりたい

田中（美）

心を射とめる
コピーライター
になる

森

みんなを笑顔
にできる弁護
士になりたい

牟田

新種の魚を発
見できる研究
者になりたい

鸙野

人を笑顔にで
きる医師にな
りたい

王

人に優しくで
きる医師にな
りたい

柚木

世界に夢を与
える大人にな
りたい

安田和愛

優しい心で大
勢の人を助け
る医師になる

吉冨

動物と会話が
できる獣医師

山中

父の大きな背
中を追いかけ
医者になる

丸山

人に優しくで
きる人になり
たい

二俣

困っている人
を助けられる
人になりたい

日髙（　）

人の役に立て
る仕事に就き
たい

春田

国際連合の職
員となり人類
に尽くす！！

林（倖）

想像したこと
を現実のもの
に創造する人

西

家族を大切に
し，社会に貢
献する

新留

誰もが憧れる
イクメン教師

中野（泰）

動物を研究・
保護・飼育す
る仕事に就く

中澤

優しく明るい
医者になりた
い

豊平

挑戦し，あき
らめずに前進
する人

下田

センスのある
曲を創れる人
になる

坂巻

いるだけで場
が和む人にな
る

木山

面白い中学校
の数学の先生
になる

川原

外科医になっ
て多くの人々
を救いたい

上吹越

命と一人一人
の人生をつな
ぐ医者

上之原

誰かを笑顔に
できる医師に
なる

上園

社会に貢献す
る大人になる

岩元（貴）

担任 鵜藤　順子先生

“七転び八起き”
副担任 濱川　達一先生

人は思う方向へと進む

3 年 4 組

附中生の絆附中生の絆

剛
健
剛
健真

理
真
理自

立
自
立

理
想
理
想

友
愛
友
愛 誠

実
誠
実 雄

飛
雄
飛

ガンバレ！
後輩！

先輩の思いをひきつぎます
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Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

山
下　

英
樹

　

本
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
積

極
的
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
度

は
、【
子
ど
も
が
心
豊
か
に
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

か
か
わ
り
が
必
要
か
】
を
テ
ー
マ

に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
専
門
部
、
学
年

部
の
役
員
の
方
々
を
中
心
に
活
動

し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
研
修
や

親
睦
を
通
し
て
、
全
会
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
学
ぶ
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
御
協
力
を
何
卒
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

安
田　

勇
市

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
始
ま
り
、
久

永
会
長
の
下
、
様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
中
で
、
役
員
、
会
員
の
皆
様

の
熱
心
さ
、
先
生
方
の
情
熱
に
接

す
る
度
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
本
来
の
役
目
で
あ
る
久
永

会
長
の
サ
ポ
ー
ト
も
十
分
で
き
な

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
至
ら
な
い
副
会
長
で
し
た

が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
た
こ

と
は
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、

親
と
し
て
の
新
た
な
気
付
き
を
得

ら
れ
る
な
ど
有
意
義
で
充
実
し

た
一
年
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
、
久
永
会
長
は
じ
め

会
員
の
皆
様
、
先
生
方
、
一
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

東　

由
佳
里

　

今
年
度
も
、
親
と
子
、
会
員

相
互
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、「
協

働
」
の
P
T
A
を
目
標
に
、
充
実

し
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役

員
の
方
々
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
附
連
土
曜
活
動
の
取
組
と

し
て
、
三
年
生
生
徒
・
保
護
者

を
対
象
に
講
演
・
実
演
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
第
一
に
考
え
た
取
組
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
会
員
の
皆
様
と
先
生
方
が
同

じ
方
向
を
向
い
て
学
び
合
う

P
T
A
で
あ
る
よ
う
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
学
年
委
員
長　

石
丸　

惠
子

　

体
育
祭
、
文
化
祭
な
ど
中
学

校
最
後
と
な
る
一
つ
一
つ
の
行
事

を
、
個
々
が
力
を
尽
く
し
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
正
面
か
ら
取
り
組

む
姿
に
、
何
度
も
感
動
し
心
身

と
も
に
逞
し
く
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
一
年
で

し
た
。
こ
の
豊
か
な
時
間
は
後
輩

へ
と
受
け
継
が
れ
、
何
よ
り
自
分

た
ち
の
未
来
を
自
ら
つ
か
み
取
る

道
へ
と
繋
が
る
と
信
じ
て
、
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
続
け
ま
す
。

　

三
年
間
お
世
話
に
な
り
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
学
年
委
員
長　

湯
田　

真
紀

　

入
学
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
一

年
が
過
ぎ
、
中
堅
学
年
と
な
っ
た

二
年
生
。
先
輩
に
な
っ
た
嬉
し
さ

と
、
附
中
生
と
し
て
責
任
を
も
つ

こ
と
に
重
み
も
感
じ
て
悩
む
姿
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
、
ま
だ
迷

走
中
の
こ
と
と
様
々
で
す
が
、
味

方
に
な
っ
て
く
れ
る
仲
間
や
先

生
、
親
が
側
に
い
る
こ
と
は
伝
え

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
日
々

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
置

PTA活動この一年PTA活動この一年

情報社会を生き抜くための
家庭のあり方を学ぶ講演会

研修部

　
　「情報化社会におけるネグレクト
現象化～なぜ子どもたちは正しく情
報端末を使えないのか～」と題して
ＮＰＯ法人ネットポリス鹿児島理事
長　戸髙成人先生に講演していた

だきました。子どもの成長にともないネット利用の
内容が変わる実態やフィルタリングの利用で危険
を回避する大切さを教えていただきました。
　情報教育 =家庭教育であり，保護者が責任を自
覚し，子どもと共に学ぶ姿勢をもち子どもの人生を
守るための親力をつけることが必要だということで
す。インターネット機器の使い方について子どもと
適切なコミュニケーションをとり，各家庭のルール
を今一度話し合ってはいかがでしょうか。

思いをひとつに，子どもたちの明るい未来のために今できること…

PTA
NEWS

  

総
務
部

  

総
務
部

  

学
年
部

  

学
年
部

一年間のPTA活動を
振り返っていただきました。

母
の
つ
く
る
お
弁
当

　

の
こ
さ
ず
た
べ
る　

が
我
が
家
の
ル
ー
ル

　
　

そ
れ
と
一
緒
に
母
の
や
さ
し
さ

　
　
　

い
た
だ
き
ま
す

（
女
子
）

母
は
言
う

　

僕
と
弟
を
た
し
て
2
で
割
る
と
完
璧
だ
と

　
　

で
も
父
は
言
う

　
　
　

た
し
て
2
で
割
っ
た
ら　

お
も
し
ろ
く
な
い
と

（
男
子
）

ね
て
る
姿
は
赤
ち
ゃ
ん
の
時
を
思
い
出
し
て

　

か
わ
い
い
け
ど

　
　

お
願
い
だ
か
ら
「
早
く
起
き
て
！
」

　
　
　

マ
マ
は
起
こ
す
の
疲
れ
ま
し
た

（
母
）

父
方
の
祖
母
は
「
お
父
さ
ん
に
似
て
い
る
」
と
言
い

　

母
方
の
祖
母
は
「
お
母
さ
ん
に
似
て
い
る
」
と
言
う

　
　

つ
な
が
っ
て
い
る　

わ
た
し
の
命

（
女
子
）

毎
日
の
食
卓
に

　

お
皿
と
共
に
並
ぶ

　
　

私
と
兄
の
学
校
の
話

（
女
子
）

「
ウ
ザ
イ
」「
う
る
さ
い
」「
ほ
っ
と
い
て
」

　

だ
け
ど
困
る
と

　
　
「
お
母
さ
ん
！
」

（
男
子
）

絶
え
ず
心
配
を
し
て
…

　

絶
え
ず
応
援
を
し
て
…

　
　

そ
れ
が

　
　
　

愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　

お
母
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と

（
母
）

এ
ℵ
℺
ഥ
ⅸ
ⅵ
२
࣐
থ

এ
ℵ
℺
ഥ
ⅸ
ⅵ
२
࣐
থ

　
夏
休
み
課
題
と
し
て
提
出
い
た
だ
い
た
㈳
日
本
P
T
A
全
国
協

議
会
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」〜
家
庭
で
話
そ
う
！

我
が
家
の
ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大
切
さ
〜
三
行
詩
よ
り
。

い
い
か
げ
ん
わ
か
っ
て
よ

　
「
ケ
ー
タ
イ
は
も
う
置
き
な
さ
い
」

　
　

と
毎
晩
言
っ
て
る
親
心

（
母
）

年
を
重
ね
て
い
く
度
に

　

押
し
合
い
座
る
家
の
ソ
フ
ァ

　
　

み
ん
な
の
体
も
み
ん
な
の
愛
も

　
　
　

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く

佳
作
受
賞　

一
年　

上
山　

愛
華

自分もきつい
のにまわりに気遣
いのできるところ
はえらいね！

良い所も悪い
所も娘のすべて
が好きです。

一生懸命頑
張っていること，
よくわかって
 います。

一生懸命取り
組む姿を真近で応
援できることに喜び
を感じています。大変な仕事を

任されても最後まで
やり遂げるあなたを
誇りに思います。

おなかにいると
きから，家族の一
員として大切な
存在です。

いのできるところ

援できることに喜び
大変な仕事を

あなたの笑顔
が好き，その笑顔
がずっと続くように
お母さんずっと
見守ってるよ。

いつも優しい思
いやりのある言動に
元気とヤル気を
もらってます。

いつも世界一お
いしいお弁当ありが
とう。これからもよ
ろしくね。大好き。

自分もきつい自分もきつい
のにまわりに気遣
いのできるところ
のにまわりに気遣
いのできるところ

お母さん，いつ
もありがとう。お弁
当の時間が毎日楽しみ
です。（って言ってた
ら，おなかすいて
きた…）

いつも世界一お

いつも朝苦労し
てお弁当を作ってく
れているのに，あまり
感謝の気持ちを伝え
られなくてごめん
なさい。

うまいお弁当
をありがとう！私の
体は母のおかげ
です。

笑顔で見送っ
てくれてありが
とう。

体は母のおかげ

母ちゃんの
弁当は
世界一！！

自分からすす
んでお手伝いを
してくれてあり
がとう。

　

鹿
児
島
市
P
T
A
連
合
会
に
よ
る
情

報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
標
語
の
募
集
が
あ
り

ま
し
た
。
情
報
端
末
と
の
向
き
合
い
方
を

子
ど
も
の
視
点
で
考
え
、
国
語
の
授
業
で

標
語
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

も
う
少
し
も
う
少
し
だ
け

　
そ
の
も
う
少
し
が

　
　
　
も
う
、
少
し
で
は
な
い

そ
の
言
葉

　

画
面
の
向
こ
う
は

　
　
ど
ん
な
顔
？

画
面
に
書
か
れ
た
文
字
よ
り
も

　

あ
な
た
の
声
で
表
情
で

　
　
面
と
向
かっ
て
話
し
た
い

www

　

本
当
に
心
か
ら

　
　

笑
っ
て
る
？

グ
グ
る
よ
り

　

自
分
で
見
よ
う

　
　

本
物
を

ス
マ
ホ
時
間

　

増
え
る
た
び
減
る

　
　

団
ら
ん
時
間

い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
、
私
た
ち

も
成
長
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。一

学
年
委
員
長　

岩
重
千
佳
子

　

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、

希
望
に
胸
躍
ら
せ
た
入
学
式
か

ら
早
く
も
一
年
。
格
段
の
自
覚
を

求
め
ら
れ
る
附
中
生
と
し
て
の
生

活
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
少
し
ず

つ
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
様
々
な
行
事
の
中
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ

る
日
々
で
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
優
し
く
、
厳
し
く

御
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
保
護
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

H27.11.11（水）

3年3年2年2年1年1年

情
報
モ
ラ
ル

　
　  

啓
発
標
語

情
報
モ
ラ
ル

　
　  

啓
発
標
語

言葉でつながる
心と心のかけはし

言葉でつながる
心と心のかけはし特集特集

今年度の広報部のテーマは
「豊か～輝ける未来を目指して～」です。 
　　今回は前号で掲載しきれなかった
　親から子へ　子から親へ
　照れくさいけど伝えたい言葉
を掲載します。

子から親へ親から子へ

全部好きなの
だけれども…
笑顔と優しさが
大好きです。

してもらえるこ
とが当たり前なんて
思っていません。忙し
いのに，いつもあり
がとうございます。

豊かな育みを支える　家族の気持ち豊かな育みを支える　家族の気持ち

林 修 先生が語る中高生の親へのアドバイス林 修 先生が語る中高生の親へのアドバイス

第6回全附P連 PTA研修会全国大会（Ｈ27.10.3）
林 修 氏による講演会より

　　「いつやるの？今でしょ」でおなじみの　　「いつやるの？今でしょ」でおなじみの

● 　毎日の食生活を支える
● 　人間関係を作り精神的安定を導く
● 　子どもに楽しんで学ぶことを体得させる
● 　家に本が多数有り，本を読む習慣と環境がある
● 　子どもに自分で方法，やり方を考えさせ変化していく社会
の中で生き抜く思考力をつけることが大切


